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　シリア難民の受入は，近隣諸国のトルコで250 万人，レバノンで106 万人，ヨルダンで63 万人



















































































































































































































































































































記 12 章 9～ 13 節）
　一方で，ツァー ラ トーは不治の病ではなく，治療したものに対して「清めの儀式」が行われてい
た。清めの儀式を祭司が行うことは，この病そのものが神の罰とされていたからである。さらにタ
ルム ドーの中で，ツァー ラー ト患者に対して接近して良い距離（風のある場合は45メー トル，風のな
い場合は1.8メー トル）と規定されていた。
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キリスト教におけるインクルージョン研究Ⅱ　−ルカ神学における「異邦人理解」−
　彼は，信者だけの礼拝であるなら本名を名乗って受ける。だが，多くのホームレスの人たちが出
席する礼拝では，本名は名乗れない。あいつは朝鮮人だと，今度は自分がいじめの対象になる。
ホームレスの世界でも，障害や病気，また高齢や体力のない者は，いじめの対象になり，まともに相
手にされない。まして，朝鮮人と分かったら生きている限り馬鹿にされることになる。本名では受け
たくない。
　日本社会には多くの在日コリアンが暮らしている。日本の植民地政策の中で，強制連行などに
よって朝鮮半島から渡ってきて，戦後も日本に残った人々である。私は在日コリアンの多住地区で
ある桜本地区の教会の伝道師をしていて，また，教師として勤めた中学校も桜本の近隣地区にあ
り，多くの朝鮮人との関わりがあった。彼らが本名でなく，通名で生きているには理由がある。皇
民化政策によって創氏改名を余儀なくされ，通名で日本社会を生きてきた彼らには，本名を名乗っ
て生きるだけの寛容さが日本社会にはなかったからである。戦後 20 年も経って，ようやく本名で生
きる取組が開始されたが，それでも差別と偏見に満ちた日本の社会で，朝鮮人を名乗って生きるこ
との難しさがあった。
　Hさんは，長く日雇いの仕事をしてきて，やがてホームレスの支援活動に取り組むことになるが，
自分が在日コリアンであることを自らカミングアウトしたことはない。教会の礼拝に出席し，神の前で
生きることを決意した時も，聴衆の前で朝鮮人であることを隠そうとした。彼の心境は痛いほど理
解できる。
　だが，私たちの教会には本名で生きる在日コリアンが多くいた。彼らが説得をした。洗礼とは神
の前で生まれ変わることだ。神の前に真実に生きることを決意することは，自らの出自を明白にすべ
きであると。彼らは本名で生きることが，自らのアイデンティティを取り戻すことであると，生涯を賭け
て戦ってきた人たちである。彼らの説得にHさんは得心した。ホームレスの人々の前で，堂 と々朝
鮮名で彼は洗礼を受けた。その時まで，朝鮮人として差別の中を生きてきた彼の苦悩の深さを思
い知らされた私たちは，洗礼を心から喜ぶと同時に，その決断をした彼の心中を思って，涙しない
者はなかった。（注 15）
　その後，一時教会から離れたことがあったが，現在は高齢者施設に入所しながらも，教会との
交わりを継続している。
　世の中から差別や排除を受けるホームレスの人々，その彼らからさらに差別やいじめを受ける在
日コリアン。人権の世紀と言われる今日，未だに苦悩の淵に人 を々追いやる日本人社会。教会は，
民族，人種を越えて，共生社会を作るための努力を惜しんではならない。教会こそが，民族や人
種の違いを乗り越えて，真にインクルーシブな社会の原点とならなければならない。キリストが示し
た道，インクルーシブな共同体としての生き方を，この世に示すために。
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〈注〉
  1） 「聖書　新共同訳」日本聖書協会 2007 p.8
  以下，引用聖書は同書を用いている。
 2） 「ルカ福音書の神学」J．グリーン著 新教出版社　2012 p.150
  3） 「教会史概論」W．レーベニヒ著　日本基督教団出版　1969 p.31
  4） 「ユダヤ人の歴史」I．ハレヴィ著　三一書房　1990 p.63
  5） 「わが半生」R．レイン著　岩波書店　1986 p.238
  6） 「ホロコースト以後を生きる」宮田光雄著　岩波書店　2009 p.15
  7） 「イエスの現場」滝澤武人著　世界思想社　2006 p.187
  8） 「NTD　新約聖書注解　ルカによる福音書」Ｒ．カルペパー著　1976 p.298
  9） 「ルカによる福音書」F．クラドック著　日本基督教団出版　1969 p.337
10） 「説教者のための聖書講解　使徒行伝」高森昭著　日本基督教団出版　1990 p.93
11） 「契約の民　その法と歴史」M．ノート著　日本基督教団出版　1990 p.36
12） 「テインデル聖書注解　申命記」J．トンプソン著 いのちのことば社 2010 p.111
13） 「反知性主義」森本あんり著　新潮社　2015 p.218
14） 「ウガンダに咲く花」鈴木文治著　コイノニア社　2009 p.99
15） 「ホームレス障害者」鈴木文治著　日本評論社　2012 p.178
